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教育学部支倉国際学生委員（HISE） 

 

田中 光晴 

東北大学院教育学研究科 

 

教育学部では、学部国際化の一環として、平成 25 年度に「教育学部支倉国際学生委員

（Hasekura International Student in Education：HISE）」を発足させた。この委員会

の設置目的は、①学生主導の学部国際化を目指すこと、②選抜された学生自身の国際的視

野を広げることの 2 点である。第一期の活動については、『第一期教育学部支倉国際学生

委員活動報告及び提言』として研究科長に提出した。 

2 年目を迎える支倉国際学生委員は、第二期生が学部 1 年生から 3 年生の中から選考さ

れ、最終的に 10 名が委員として任命された。任命式は平成 26 年 11 月 10 日に行なわれ、

委員の任期は平成 27 年 9 月である。 

以下では１．実施体制、２．活動報告、３．記録について報告する。 

 

１．実施体制 

10 名の委員から委員長（服部麻衣：学部 4 年）と副委員長（鈴木大和：学部 3 年）が

選出され、今年度 11 月に活動を開始した。委員には第一期経験者が 4 名いる。計 12 回開

催された支倉国際学生委員会では、第一期からの継続事業と第二期からの新規事業につい

て検討を行ない、教育学部の国際化に必要だと感じていることやそれぞれの委員が行ない

たいイベントが提案された。 

 

２．活動報告 

（１）第一回教育学部留学懇談会の開催 

 12 月 17 日（水）13 時より、教育学部 1、2 年生を対象とし第一回留学懇談会を開催し

た。この懇談会は、学部内の経験者の話を通して海外留学への興味関心を高めることを目

的に、昨年度より HISE メンバーが中心となり企画している。 

イギリス、ベトナム、アメリカへの留学（長期、短期）経験者がプレゼンターとなり、

教育学部生としての視点から参加者に留学の良さと注意すべき点などを紹介した。教育学

部から 6 名の参加者があった。懇談会終了後のアンケートには、「先輩の体験談が詳しく

聞けて良かった」「実際に行った方、しかも教育学部の先輩のお話は現実味があってよか

った」などの声が寄せられた。一方で、今後は、留学時期、準備に関する相談、単位、卒

業時期、留年、費用などについても紹介してほしいとの要望があった。 

  



教育ネットワークセンター年報 第 15 号 

－162－ 

（２）第 1 回活動報告会（2015 年 2 月 19 日） 

 第 1 回活動報告会では、HISE 委員より本郷研究科長にこれまでの活動報告と今後の活

動計画が報告された。その後参加者と懇談形式で意見交換を行なった。今後は同窓会や教

育ネットワークセンターと連携し、教育学部生に、より有益な企画を提案することとなっ

た。 

 

（３）海外研修（台湾：2015 年 3 月 18 日～22 日） 

海外研修を台湾で行なった（2015 年 3 月 18 日から 22 日、4 泊 5 日）。具体的には、す

でに部局間協定を結んだ国立台湾師範大学（2011 年 3 月 4 日締結）と国立政治大学（2012

年 9 月 3 日締結）を訪問し、授業への参加、大学施設の視察、両大学の学生との英語によ

るディスカッションを行なった。研修は、広く教育に関する知識、技能を習得するだけで

なく、互いの文化を尊重する態度とコミュニケーション能力を獲得する機会となった。 

 

３．記録 

（１）委員 

服部 麻衣  学部 4 年（委員長）     渡辺 明依  学部 2 年 

中西 麻理  学部 4 年          名和 彩夏  学部 2 年 

鈴木 大和  学部 3 年（副委員長）    蓼沼 阿由子 学部 2 年 

藤井 奈々子 学部 3 年          尾形 秀   学部 2 年 

山本 莉穂  学部 2 年          鎌田 瑞穂  学部 1 年 

 

（２）活動記録 

2014.11.10 任命式 

2014.11.13 第 1 回支倉国際学生委員会 

2014.11.20 第 2 回支倉国際学生委員会 

2014.11.27 第 3 回支倉国際学生委員会 

2014.12.1     第 4 回支倉国際学生委員会 

2014.12.2     第 5 回支倉国際学生委員会 

2014.12.3     第 6 回支倉国際学生委員会 

2014.12.4    第 7 回支倉国際学生委員会 

2014.12.11 第 8 回支倉国際学生委員会 

2014.12.17 教育学部留学懇談会 

2015.1.22     第 9 回支倉国際学生委員会 

2015.2.19     第 1 回活動報告会 

2015.3.19   HISE 台湾研修（～2015.3.22） 
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2014.4 月     新入生オリエンテーションでの広報（予定） 

2014.4 月     教育学部留学懇談会（予定） 

 

（３）写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

任命式       ミーティングの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回報告会       留学懇談会の様子 

 

支倉国際学生委員の情報 

学部ホームページ http://www.sed.tohoku.ac.jp/~hise/ 

ブログ    http://hisetohoku.blog.fc2.com 

Facebook    https://www.facebook.com/pages/HISE/371302019673459 

Twitter https://twitter.com/hise_tohoku 
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